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Abstract
In Waseda Global Forum No. 5 2008, the author published a report describ-
ing the experience of Professor Yang Liming and the author teaching a SILS 
applied Chinese course in the five semesters Fall 2006 - Fall 2008, with reflec-
tions thereon. This second report presents the author’s own teaching experience 
and reflections on the same course in the Spring and Fall semesters of academic 
2009, in considerably more detail and with various examples, mainly regarding 
issues which were not dealt with adequately in the earlier report. While teaching 
students reading, writing, editing and discussing, the author encountered vari-
ous problems. The first type concerned students, encountered when a student 
was producing his/her own material supplementing the original Chinese Web 
article. Some students could not adequately choose a theme, find a really suitable 
article, produce a translation, additional notes or further questions. Timely sup-
port by the instructor will help students to solve such problems. The second set 
of difficulties concerns the teacher, mainly when teaching students how to write 
Chinese. Because written Chinese is very different from the spoken language, 
non-native teachers frequently lack the opportunities and experience needed to 
teach writing effectively. When pre-Intermediate or Intermediate learners use 
expression skills like speaking and writing, communication must be given prior-
ity over detailed correctness. So it is important that teachers themselves should 
not be afraid to make mistakes, and when they serve as an example of such a 
writer or speaker, that attitude will encourage their learners very considerably. 
The author believes that meaningful progress has been attained to date in the 
pursuit of an ideal approach to teaching in such courses, and that further prog-
ress may be expected.
⃝ 教学事例報告 ⃝
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　　一　はじめに
筆者は，本誌前号『Waseda Global Forum No. 5 2008』第 117～127 頁に
発表し，以下では「08 版」と略称する教学事例報告『受講生が教材を自作
する応用中国語講座』で，早稲田大学国際教養学部において楊立明教授と
共同で担当していた中国語Ⅲについて，2006 年度秋学期から 2008 年度秋
学期までの 5 学期分を対象に，一連の教育実践成果を発表できた。しかし
ながら，2 年半という長期間の対象ゆえに，遺憾ながら同報告は表面的な
紹介にとどまっていた。
2009 年度は，週 2 時限の同科目を筆者が単独で担当していた。基本課程
は「1. 導入」「2. 記事検索」「3. 教材作成」「4. 精読」「5. 討論」「6. 作文」「7. 試験」
という各段階にわかれている。本稿第 357 頁以下に掲載した秋学期用講義
要綱にあるとおり，「中国語で学習する」という講座の基本構想は，開設
以来継承されている。
今回あらたに執筆する本稿は，対象期間が 2009 年度の春秋 2 学期であり，
08 版と比較して，新規性や情報量という価値は相対的に減少している。し
かし，これは同時に，内容を深化・拡充する好機でもある。本稿では，あ
らたな変更点を中心に，教員および受講生の意図や動機を詳述し，各種作
業停滞時における問題解決方法などの具体例をふやして，より完全な報告
をめざした。なお，本稿の趣旨や体裁は 08 版と基本的に共通しているも
のの，記載内容は重複させていないため，かならず双方を併読されたい。
また，以下の「春学期」「秋学期」は，原則として 2009 年度のものである。
　　二　教材
（1）変更点
一教材あたりの主要変更点は以下の 5 点で，08 版第 122 頁右「三　実態
と考察　（3）複数名分担制」で言及していた，2008 年度秋学期後半の教材
を踏襲している。
①授業回数：2 ⇒ 1
②原文字数：600～900 ⇒ 400
③編集担当者数：3 ⇒ 1
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④紙面 A4 判頁数：4 ⇒ 2
⑤設問題数：確認 4+ 考察 4 ⇒ 1+3
変更以前の 600～900 字という分量は，記事全文を教材に収録しやすい反
面，しばしば構成が複雑で，主題や文脈の把握が困難であった。それに対
して約 400 字という分量は，おおくが 2～4 の形式段落におさまる簡潔な文
章で，90 分間以内でも講読と討論を完了しやすい。さらに，短編記事なら
ば全文を収録できる利点もある。なお，原記事が長編であれば，特に興味
ぶかい段落を取捨選択することになる。一般的には，冒頭の紹介部分か末
尾の結論部分か，いずれか一方が教材にしやすい。中間部分のみの採用は，
前提知識が省略されるため，よほど慎重でないと，読解が困難になる。
（2）教員作成分
受講生が教材を自作することは，依然として本講座最大の特徴であろう。
その分，教員の初期負担も多大で，たとえば 2009 年度秋学期初回に配布
した導入用教材は，図表・画像なしの文字情報だけでA4 判 4 頁にもおよび，
同時に配布した教材計 2 件とあわせてA3 判両面印刷 2 枚，計 8 頁にもなっ
た。
以下には，筆者自身が春秋両学期に各 2 回編集・配布した教材について，
各主題の選定事情をのべる。
① 春学期 1「高額公共墓地」　新学期の開始時期であった 4 月上旬が，中
国で墓参をおこなう清明節に相当していて，時宜にかなっていた。あ
るいは，同時期に邦画『おくりびと』の海外映画賞受賞が過剰に報道
されていたことも一因だった。
② 春学期 2「水筆による地面への書字」（本稿第 359 頁上段）　筆者自身
が中国滞在中に公園などで鑑賞して以来，達筆が印象にのこっていた。
さらには，個人の趣味を話題にして，討論の活性化も期待していた。
③ 秋学期 1「1980 年代出生世代論」　改革開放と単子化政策が約 30 周年
にあたり，頻繁に報道されていたことから選定した。あるいは，筆者
自身が受講生世代との隔絶を頻繁に意識していることも一因だった。
なお，本教材は春学期末試験の出題文でもあったため，比較的難解な
文章をあえて選定した。
④ 秋学期 2「朗読検定試験」（本稿第 359 頁下段）　毎学期実施している
346
井口博文：2009 年度応用中国語講座
暗唱試験について，春学期最終回に調査した受講生の意見・感想のな
かに，「一夜づけの結果にすぎず，すぐに忘却するから無意味」とい
う回答があり，教場で説明する機会がなくて，非常に残念であった。
（現時点での見解：暗記する過程で正確に理解することに意義がある。
完全に記憶後ならば忘却も可。その後は別の文章を暗唱すればよい。）
それにくわえて，後日に同検定試験のテレビ報道を偶然めにしたこと
が，直接のきっかけである。さらには，新学期の受講生に暗唱試験の
意義を確認させるという，教育的配慮もあった。
上記の 4 例は，いずれの記事も筆者個人の経験や趣向とマスコミ報道が
一致している。教員用主題は原則として，日本国内では大々的に報道され
ず，受講生に選定されにくい事項に限定しているため，作成経験をかさね
ても，苦労は減少しない。
（3）参考例と受講生の選定主題
つぎに，2009 年度各学期第 1 週の配布教材に掲載した参考例①③（発音
順。教材配布時には発音表示あり）と，実際の選定主題②④を一覧する。
前者が直接的・間接的に後者となった例には下線をつけた。②と④のうち，
特に表記がないものは，いずれも中国および中国人に関する記事である。
主題につづく括弧内は，ローマ字［A～F/G～O］が春秋各学期の選定者で
あり，数字［1～3］が各受講生担当回の序数である。
① 春学期参考例  1. 北京奥运会（北京オリンピック）　2. 旱灾（旱魃） 
3. 金融危机（金融危機）　4. 孔子学院（在外中国語学校）　5. 零八
宪章（民主化要求文書）　6. 流失文物拍卖会（流出文化財競売会）　
7. 旅日年入条件（日本個人旅行の年収要件）  8. 农民工（地方出身労
働者） 9. 诺贝尔奖（ノーベル賞）　10.798 艺术区（北京市内の芸術地
区） 11. 群体性事件（暴動）　12. 人肉捜索（インターネット上の個人
特定） 13. 日本留学生（日本人留学生）　14. 上海世博会（上海万国
博覧会）  15. 索马里海盗（ソマリア海賊）　16. 台湾征兵制（中華民
国軍の徴兵制廃止）　17. 汶川大地震（四川大地震）　18. 消费券（商
品券）　19. 医改方案（医療制度改革案）　20. 在日华人（在日中国人） 
21. 中俄国境规则（中国ロシア間国境線画定）
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② 同選定主題　1. 2008 年の漢字［A1］　2. 創造的人材の育成難と学校の
責任［B1］　3. 食品安全法［C1］　4. テレビ評論［D1］　5. ノーベル賞
［E1］  6. 医療制度改革案［F1］　7. 恋愛観・結婚観［D2］　8. 早期・私
費留学［B2］　9. 大学入試問題の易化［C2］　10. 在米ピアノ演奏家の
音楽基金［A2］　11.方言罰金社則［F2］　12.地方出身労働者の帰郷［E2］ 
13. 日本映画［B3］　14. 新型流感対策［C3］　15. モンゴル国大統領選
挙［E3］  16. 報道写真家［F3］　17. 中国人の礼儀作法［A3］
③ 秋学期参考例  1. 东京奥运会（東京オリンピック）  2. 东亚共同体（東
アジア共同体）  3. 反恐（対テロリズム）  4. 赴日自由行（日本への個
人旅行）  5. 家电下乡（農村への家電製品普及策）  6. 甲流（新型流感） 
7. 国庆六十周年（中華人民共和国建国 60 周年）  8. 疆独（ウイグル
独立）  9. 孔子学院（在外中国語学校）  10. 老同志的谈话（共産党支
配体制批判文書）  11. 联合国峰会（国連サミット）  12. 零八宪章（民
主化要求文書）  13. 绿坝（インターネット規制プログラム）  14. 莫
拉克（台風 8 号）  15. 强制认证（CCC 強制認証制度）  16. 人肉搜索
（インターネット上の個人特定）  17. 日本大选（日本総選挙）  18. 日
全食（皆既日食）  19. 世博会（上海万国博覧会）　20. 识繁写简（文
字政策⇒本稿第 353 頁を参照）  21. 兽首铜像（流出文化財）  22. 输
美轮胎（対米国タイヤ輸出規制）  23. 台湾征兵制（中華民国軍の徴
兵制廃止）  24. 外籍华人（中国系帰化人）  25. 信访（直訴）  26. 研
修制度（来日外国人用）  27. 以旧换新（エコポイント）  28. 艺术区
（芸術地区）  29. 银联卡入台（大陸系クレジット・カードの台湾進出） 
30.藏独（チベット独立）  31.中俄国境规则（中国ロシア間国境線画定） 
32. 中国蓝光（中国式新規格 DVD）
④ 同選定主題　1. 日本総選挙と在日華人 ［G1］　2. 受験対策用薬物摂取
［H1］　3. 日中韓共同歴史教科書［I1］　4. 過剰な家庭教育［J1］　5. 中
華民国軍の徴兵制廃止［K1］　6. 米国自動車ブランド買収［L1］　7. ク
ロマグロ漁獲量規制［M1］　8. 少林寺拳法大会［N1］　9. インターネッ
ト人権宣言［O1］　10. 富豪順位表［H2］　11. 上海万博と外出時服装
規定［G2］  12. 建国記念式典と消雨弾［M2］　13. 上海ディズニーラン
ド［J2］  14. プロ・サッカー不正［K2］　15. 映画産業論［L2］　16. 欧
州共同体新体制［L2］
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ちなみに，筆者が提示した参考例では，各学期の始業時期に頻繁に報道
されていて，賛否両論が成立しやすく，なおかつ受講生の関心をよぶ点を
重視している。上記のとおり，ほぼ毎学期 5～10 件が採用されている。あ
る学期に採用されなくても，依然として通用する主題は，翌学期にも例示
している。
（4）記事の選定過程
以下，筆者の主観をまじえつつ，問題意識の強弱と，教材作成の遅速を
基準にして，受講生を分類してみる。ただし，あくまでも便宜的な類型化
であり，現実の受講生は大多数が混合型である点と，優劣の規定では全然
ない点に留意されたい。
① 能動的選定者　問題意識：強，教材作成：速。概して開講当初から平
均以上の学力を有し，特に指示されなくても率先して作業をすすめる。
教員にとって未知の主題が選定される機会もおおい。
② 受動的選定者　問題意識：弱，教材作成：速。教員の例示や，偶然め
にふれた記事でも，無差別的に選定する。ただし，この種の適応力は，
主体性の欠如と表裏一体でもある。
③ 検索不能者　問題意識：強，教材作成：遅。選定主題は自覚できてい
ても，過去に同種の作業を経験していないため，個別の記事を選定で
きない。教員が検索語を提示すれば，早期の段階で対処可能である。
④ 選定不能者　問題意識：弱，教材作成：遅。おおくは諸事情のため欠
席しがちで，本講座の趣旨を把握しきれていないため，しばしば教員
が記事を提供することになる。ただし，中国語以外の能力は上記①～
③類と遜色ないので，作業開始後は問題ない。
以上の差異は，おもに中国体験の有無に起因する。たとえば中国語圏へ
の旅行歴があれば，「観光名所」「印象的な体験」「移動手段」「対日感情」「食
事」「記念品」「旅行業界」などなど，いくらでも選定可能である。さらに，
受講生自身の趣味を拡張すれば，かなり容易に主題を選定できる。しかし，
たとえ中国の実体験がなくても，日常的に各種の報道にめをとおしていれ
ば，充分に対応できる。いうまでもなく，自己認識や，自国および同国人
の理解が，すべての基礎になる。
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（5）特徴ある選定過程
以上をふまえて，ここでは，受講生の特性に応じた支援によって，作業
の停滞が解消された実例を，いくつか紹介する。
① 春学期 1「2008 年の漢字」　A 君自身は当初，四川大地震または北京
オリンピックという，いずれも一教材としては充分すぎるくらいの主
題が念頭にあった。たまたま双方を同時に検索してみたところ，両者
が総合された当該記事を発見し，日本で毎年末に発表される「一年間
を代表する漢字（＝変）」の中国大陸版（＝災）の紹介記事を選定した。
教場では，集中的に報道されていた漢字検定協会の腐敗についても，
考察問題で論じた。
② 春学期 11「方言罰金社則」　記事を選定できずにいた F 君が関西地方
出身者であったため，試験問題への採用も検討していた当該記事を筆
者が提示したところ，興味をしめし，選定にいたった。
③ 春学期 16「報道写真家」　F 君（同②）の作業が停滞していたので，
相談をうけてみると，当人の趣味は写真撮影であった。そこで，中国
における写真家・写真機・写真集などの調査を示唆したところ，文学
者・魯迅［1881-1936］の遺影撮影などで一時期を代表する，報道写真
家・沙飛［1912-1950］の関連記事を選定するにいたった。
④ 春学期 17「中国人の礼儀作法」　A 君（同①）自身が学生寮居住者で，
複数名の中国人留学生と同居していることから，同問題には早期より
関心があった。同君と相談後，筆者が「素质（＝素質）」という検索
語をしめしたところ，直後に記事を選定してきた。
⑤ 秋学期 5「中華民国の徴兵制廃止」　K 君は韓国人男子留学生で，母国
の徴兵制度の当事者として切実な問題であるから，学期初回に紹介さ
れると，即座に選定した。（なお，同君は本講座履修後に休学して入
隊することになった。）
⑥ 秋学期 6「米国自動車ブランド買収」　L 君は中米関係に関心があった。
最初は対米国タイヤ輸出規制の関連記事を検索しているうちに，GM
の破綻が報道され，主題を変更した。その結果，直後に実現した米国
大統領の東アジア歴訪は，主題の重複をさけるため，選定できなくなった。
ちなみに，本講座用の教材作成においては，実際に講読できる原文が約
400 字程度にすぎないため，具体的な個別の事例を記事に選定し，考察問
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題によって議論を拡張する方が，むしろ順調に進行する。「外交」「環境」「経
済」「政治」など抽象的な大命題を選定したがる受講生には，具体的な知
識が不足しがちである。
（6）考察問題例
以下に，本稿第 359 頁に掲載した教材の実例を日本語訳する。
①春学期（上段右下）
1. 水筆による地面への書字を分析しなさい。長所と短所はなにか。
2. 現在・過去・未来の趣味。
3. いかなる新発明品を希望するか。
②秋学期（下段右下）
1. この朗読検定には記事内容以外にどのような目的があるか。（方言，統一）
2. どんな作品を暗唱できるか。いかなる練習方法がもっとも効果的か。（歌詞）
3. 言語検定試験の受験歴。中国語はどうか？
これらの設問には，実社会における日常的な会話と同様の，だれでも回
答可能な受容性とともに，「現在は ? 日本は ? 自分自身は ?」と自問自答す
る当事者性も不可欠である。後者が充足していれば，登場人物との一体化
や感情移入もうまれ，討論が活気づく。一般的には，すでに選定された記
事に対応する設問を，あとからつくっているようにみえる。しかし実際は，
設問に反映された問題意識が先行し，それに適した記事を事後的に選定す
る例もおおい。
中国語面以外で頻出する不完全な設問は，原文中に回答があって本来は
確認問題とすべきものや，複数設問の相似，対日比較のみおとし等である。
教場では，大多数の設問を大なり小なり変更・修正して，発言を容易にし
ている。
　　三　作文指導
（1）実態
2008 年度秋学期までは，中国人教員が討論の進行と同時に作文も修正し
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ていたため，筆者は未経験だった。08 版第 125 頁左「五　おわりに　（2）
課題と展望」においても，「最後に，本学部以外でも本講座を採用できる
か，簡潔に検討してみる。これまでの経験上，週 1 時限の読解回ならば，
たとえば日本人教員でも，充分に担当できるであろう」として，討論や作
文については，意図的に言及しなかった。というのは，通常の中国語講座
で特定教材を学習するばあいも，たとえば本学部のⅠやⅡなどと同様，「日
本人教員は基本の文法と講読」「中国人教員は応用の会話と作文」という，
分担制が採用されやすいからである。
2008 年度秋学期後半には，教材をひととおり学習しおえてから，当時の
中国人教員の発案で，採用主題から任意に選択して，各受講生が自身の見
解を 200～300 字に作文し，印刷・配布のうえ一読した。
2009 年度春学期は，期末試験の前々週，各担当者自作の考察問題 1 行（約
10～20 字）と解答 2～3 行（約 100 字）を，コンピューター教室で授業中に
作文した。翌週には修正分を配布して，同学期の学習内容を確認した。
秋学期は，ほぼ同一の作業が当初から各自の提出課題で，教員が添削し
た草稿を返却・修正・再収集後，全員分を一括配布し，授業時に再確認した。
同学期のばあい，受講生 1 名あたりの執筆量を概算すると，
（考察問題 15 字＋解答 100 字）× 3 題× 2 回分＝ 690
と約 700 字になり，着手から完成まで総計 2～3 時間を要したという。なお，
教員の添削所要時間は，教材 1 回分あたり 30～45 分間であった。
（2）先行する見解
本項では，文献上の特徴的な作文指導理論について検討する。
①『中国語の教え方・学び方 : 中国語科教育法概説』
　　輿水優［著］　日本大学文理学部叢書 3　2005 年 11 月
同書については，筆者自身も参照するたびに啓発されているし，受講生
にも積極的に紹介している。しかしながら，同書第 153 頁「第 9 章　基本
技能の習得と評価　9.5 ライティングの習得と評価」における以下の一節
には，一教員として違和感がある。
「……ライティングは 4 技能のなかで，習得に最も努力と時間が求めら
れる。また，日本人教員には指導と評価の難しい点が多く，ネイティブ・
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スピーカーの教員に頼らざるを得ない。日本人教員は，……形式的な文章
の指導や，簡単な手紙文の指導でライティングにかかわることができよう。
また，日文中訳は……日本人教員の役割りとして……文法の基礎固めを目
的とする「中国語作文」を担当できる。」
同見解に対して筆者には賛否両論がある。たとえば，日中を逆にして，
「中国国内における日本語教育」を反措定すれば，「（日本語）ライティング
は……中国人教員には指導と評価の難しい点が多く，ネイティブ・スピー
カーの （日本人） 教員に頼らざるを得ない」とまでは断言できないだろう。
日本国内の現状では，中国語教員は非・母語話者が多数派であろうし，本
講座のように指導せざるをえない教育環境の方がむしろ常態でもあろう。
もっとも，これが「頼る方がのぞましい」くらいならば，異議はない。い
ずれせよ，重要なのは教員の属性ではなく，学習効果の大小である。
つづいて，以下の作文指導書も検討する。
②『中国語表現 300 例 : 日本人の発想・中国人の発想』
　　中山時子・佐藤光・趙閭先［共著］　東方書店　1997 年 3 月
はじめに同書第ⅲ～ⅳ頁「序」から抜粋する。
「今まで作文の学習書はいくつも出版されておりますが……忠実に翻訳
するだけでなく，同じことを表現するにしても，実際に中国人ならどう言
うかを学ぶ学習書の必要性を強く感じてまいりました。……本文の各日本
文例には，すべて（a）日本人，（b）中国人による中国文が作られています。
日中両国人の中国文を併せて記載しましたのは，両者の発想の違いを知っ
ていただきたいと考えたからであります。」
以下 135 頁にわたって，300 の例文が対照的に掲載されている。つづいて，
同書第 6 頁「1 日常生活」から，（a）（b）間の差異が顕著な例文を引用する。
「B-6　人を外観だけで判断してはいけませんが，いたずらに奇抜な服装
をすると，まともな人間に見てもらえないおそれがあります。
a）　 以外表来判定人格固然不对。可是故意穿奇装异服，也容易使人们认
为你精神不正常。
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b）　 虽说不能只凭外表看人，但奇装异服的打扮，也可能给人留下玩世不
恭的印象。」
双方に共通する文字および句読点には，筆者が下線をつけた。それぞれ，
（a）は 13/38 字，（b）は 13/35 字が該当している。（b）では，接続詞の呼
応や，日本語では頻用されない漢字や，四字句の使用や，全一句にまとめ
る構成力等が，いかにも中国人的である。（a）（b）両者間で約 2/3 が相違
している事実に，同書の存在意義が確認できる。
（4）筆者の見解
ところで，本稿第 347 頁「二　教材　（3）参考例と受講生の選定主題 
③秋学期参考例」にある“20. 识繁写简”＝「識繁写簡」とは，繁体字表
記の文書を読解すると同時に，筆記時には簡体字を使用するという，両字
体の用途別適用である。この概念を他言語学習に転用すれば，本稿で検討
してきた作文指導時の問題解決にも有益であろう。たとえば，聴解力や読
解力という受信能力については，現実の中国語に対応して，可能なかぎり
高度化をもとめることになる。それに対して，発話力や作文力という発信
能力については，辞書類を参照しながらでも，誤解されない範囲で過不足
なく表現できていれば，あえて中国的な名文でなくとも，学習者用中国語
としては満足すべきことになる。
このばあい，前掲書②『中国語表現 300 例』については，著者の刊行意
図とは逆の受容方法が，筆者には有益だった。すなわち，通訳や翻訳など
特定の専門職を志望しない大多数の学部学生の目標到達としては，「（b）
の中国人的中国語を必要条件とみなす」のではなく，「（a）の日本人的中
国語を十分条件とみなす」方が，より現実的であろう。たとえば，本稿の
要旨や講義要綱など，高精度が必須の公式な文書類は例外として，学習者
の中国語作文であれば，完璧な正確性よりも，表現すること自体に価値が
あるだろう。誇張すれば，中国語としては不完全であっても，結果的に通
用することが最優先されるべきである。
なお，作文の指導を，中国人留学生の教務補助員（TA：ティーチング・
アシスタント）に全面委託してしまう方法もある。しかしながら，受講生
の草稿は往々にして支離滅裂であり，実際の指導は執筆意図を確認しなが
らの複雑な作業となるから，担当者が受講生と時間や空間を共有できなけ
れば，効果は半減だろう。
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　　四　そのほか
（1）討論
筆者が 2008 年度秋学期の後半から担当している討論については，経験不
足ゆえの不安もあった。教場では，受講生が予習してきた考察問題の解答
を発表後，教員が共通点や相違点をまとめている。一教材あたり 40 分間ほ
どしかないため，前年度までのように複数名の班を編成する余裕はない。
一般に，予習してきた受講生は，自分の意見を中国語で発表できる。し
かしながら，発言者にとっては既知の単語が，しばしば他の受講生にとっ
ては未知であるために，「受講生⇔受講生」という受講生間の直接的意見
交換は成立しにくい。たとえば，春学期の後半の一時期，教材作成者が司
会を担当する機会をもうけてみたところ，ほとんど機能せず，結局は「受
講生⇔教員⇔受講生」という原状にもどって，教員が板書を活用しつつ媒
介することが不可欠であった。また，単語は調査できても，正確な構文に
よる発話は，さらに困難である。肉親に中国出身者のいる受講生などは，
予習しなくても発言できるため，学力格差も顕現しやすい。会話能力が相
対的にひくい受講生にも討論の進行過程を把握させるためには，日本語を
多用せざるをえなくなる。改善の余地は依然おおきい。
（2）評価方法
2008 年度までは，08 版第 123 頁左「三　実態と考察　（4）試験」に記
録したとおり，学期末の筆記試験が中心であった。2009 年度からは，試験
問題を事前に指定し到達度を段階的に評価する暗唱方式や，提出物の算入
などを採用して，学力養成の要素を強化した。その結果，最終試験の配点
は 20/100 にまで軽減し，学習歴のみじかい受講生が不利にならない方向
へ調整された。
（3）適正受講者数
本講座が開設されている国際教養学部は，他言語科目の履修について学
生の裁量範囲がひろいため，各学期の受講生数は一定しない。一学期間の
授業数は，一週 2 回が 15 週分，合計 30 回あるので，そのうち導入や試験
などの合計回数約 10 回を除外すれば，通常回は 20 回ほどになる。作業能
力を定着させるためには，やはり 10 名以下の受講生が教材作成を 2 回づ
つ担当するのがのぞましい。
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ただし，これは担当者の一存で決定できない問題である。また，あまり
に少人数だと，教材作成の負担が過大になる分，かえって予習や復習の余
裕が不足する。
　　五　おわりに
（1）2008 年度以前との比較
筆者は原則として「授業時に，教室内で」すべてを指導することにして
いる。本稿第 344 頁「一　はじめに」でしめした 7 段階の基本課程は，本
来一体不可分であるから，全体を一教員が単独で指導できる 2009 年度の
体制は理想的である。受講生と直接対面する機会が単純に倍増することに
よって，意思の疎通が円滑になり，学習すべき教材が用意されていないと
いった致命的な停滞は，いずれの学期も回避できていた。
受講生にとっても，各種作業時に個々人の責任が明確になり，共同作業
時に遅延者がいるため教材作成が停滞するといった前年度までの弊害も解
消された。
ただし，それと同時に，中国人教員の自由自在な中国語を実体験する機
会もうしなわれてしまった。その結果，複数教員による多様な指導方法に
啓発されなくなった分，担当教員には従前以上の創意工夫が必要となる。
（2）概括
計 7 学期を連続して担当してきた筆者の経験からして，受講期間中にか
ぎれば，たとえば資格試験用の受験勉強と同質の学力向上は期待していな
い。本講座の目的が，直接的な言語能力ではなく，間接的な運用能力の養
成にある以上，成果も検証困難である。たとえば，多読が学力の定着と完
全に一致するとはかぎらない。
一般的な受講生にとっては，受講期間中，学力不足を実感する機会とく
らべて，それらを克服する余裕は不足している。特に，最短で半年から一
年間の学習歴しかない受講生は，中国人読者のために中国人が執筆した中
国語をあつかう本講座の特徴ゆえに，適応するまでは雌伏をしいられる。
そのばあいでも，学期中に自然発生する受講生間の協力や啓発にもささえ
られて，努力に応じた成果をえられている。
教室内における机上の学習から飛躍し，現実的な中国語に直面する際の
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困惑は，過去に筆者自身も経験したことであり，特効薬的な対策はなかっ
た。一教員として可能なかぎり周到な支援をつねに意識してはいても，筆
者の指導力不足ゆえに，受講生の苦境が当該学期最終回までに改善されな
いばあいも，残念ながらありうる。しかし，たとえ受講が不完全燃焼にお
わったとしても，その後に各自が既存の教材・辞典・参考書・問題集類に
回帰し，あらためて着実に学習しつづけることを期待する。
（3）展望
個人的には，優秀な受講生を対象に，さまざまな試行錯誤をゆるされ，
めぐまれた教育環境にあったことは，つよく自覚している。また，討論や
作文の指導は，筆者自身の限界をこえる好機となった。
今後にむけては，中等教育段階における英語教育の実践成果が，中国語
教育にも応用できるとおもわれる。特に，討論の進行および指導方法につ
いては，おおいに啓発されうるだろう。
なお，2009 年度には，教材学習が一巡する各学期なかばころに 08 版を
配布して，作業の意義や教員の意図を確認した。また，本稿の執筆時には，
各学期に実施した非公式の受講生調査結果も参照した。
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参考：2009年度秋学期講義要綱
2009 Fall Semester  Chinese III 51 Syllabus
Course Overview
This course is designed for students who have completed the second-
level course or for those who have the equivalent ability. The students 
are expected not only to “study Chinese”, but also to “study something 
through Chinese.” This course also provides opportunities to learn how to 
use the Internet, and to make Chinese material worth publishing.
Therefore you are to make your own material by yourself. First you 
choose a favorite article in Chinese on the Web, and then use various 
types of software and web resources to translate it into Japanese, 
indicating pronunciations using Hanyu pinyin. Then you write some 
questions and answers in Chinese for confirmation and further discussion.
The instructor’s explanations are mainly in Japanese.
Schedule
Week 1 : Introduction
Week 2 : Editing the first material in the computer room
Week 3 to 13 : Reading and discussion
Week 14 : Review
Week 15 : Term examination
Textbook
Printed material
Reference
『現代中国語新語辞典』　講談社　2007 年
『中日辞典：新語・情報篇』　小学館　2008 年
Grading Method
50% : Class participation and regular assignments
50% : Occasional examination
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Requirements
You are expected to attend classes regularly and punctually.
In the discussion part, you just do your best to speak Chinese without 
fear of failure.
中文摘要
　笔者在这本杂志的上一期有机会发表了一篇报告，就是介绍关于在日本
早稻田大学国际教养学部跟杨立明教授合作来讲的总共两个半年、五个学期
的应用汉语课。笔者在二〇〇九年的春秋两个学期独自担任同一门课，用这
个机会既补充具体例子，又讨论在上篇没有充分地探讨的一些问题。笔者在
指导学生怎样解读、写作、编辑和讨论的过程中，常常面对各种困难。一个
是学生在编辑教材的过程中容易碰到的：他们选不好主题，找不到新闻和适
当的补充资料，也提不出适当的问题。老师对他们来说就是汉语世界的导游，
所以这些问题都是接受老师的指导之后才能解决的。另一个是非母语使用者
的老师在指导写作时的困难。因为书面汉语和口语之间有很大的不同，日本
老师一般缺乏指导写作的机会和经验。但我认为，在学习外语的过程中，比
起把握细节的正确性来说，综合的表达能力更为重要。所以，日本老师本身
也不要怕说错和写错，让学生知道老师使用外语时也会有错的时候，这样会
鼓励学生大胆地使用外语。总之，至今为止笔者在探索外语教学方法的方面
得到了一定的成果。
次頁：2009 年度教員作成教材二点
上段は春学期用 2，下段は秋学期用 2。詳細は本稿第 345～346 頁「二  教
材　（2）教員作成分」の②と④を参照されたい。
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